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  生枝の獅子舞 

 白沢町生枝は、高平から 

きた会津街道が椎坂峠、数 

坂峠を越える二筋に分かれ 

るところにあります。 

 沼田市の重要無形民俗文 

化財に指定されている「生 

枝の獅子舞」は、沼田藩主だった真田伊賀守信利から鬼門除

けとして雄二面、雌一面の三面の獅子頭を賜ったことがはじ

まりと伝えられており、腹につけた太鼓を打ちながら、笛二

人と大太鼓四人の囃子に合わせて舞います。 

 「生枝の獅子舞」は、長子相伝の秘技としてとして伝承さ

れ、沼田の祇園際には大手前で舞われたようです。 

 ３月に開かれる「白沢町芸能祭」で、今は舞われています。 

         峯之堂跡 

 沼田坂東三十三番札所の十七番「峯之堂」は、尾合の小高

い丘にあり、現在は寛政１２

年（１８００）と万延元年（１

８６０）の年号が彫られた２

基の庚申塔が残るのみです。 

               御詠歌は、「補陀落は こ

こぞ尾合の峯堂 松吹く風

も さざなみの音」です。 
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 市内の子育て支援団体の活動紹介や保育園園児の作

品展示などがおこなわれた「ぬまた子育てフェスタ」が

１０月２８日、保健福祉センターで開かれました。 

 子育てフェスタでは、大型紙芝居、人形劇、スタンプ

ラリー、ゲーム 

などもおこなわ 

れました。 

 防災・防犯フ 

ェアも同時開催 

されました。 

 川田地区内の人物や名所などの地域資源を調査・研究

し、活用について検討をすすめている川田地区地域資源     

活用研究会は、１０月２６日～２８日まで中央公民館で

「円珠姫展」を開催し、２７

日には武将隊も訪れました。 

 円珠姫の紹介、写真の展示 

などをもとに、研究会のメン

バーが戦国の歌人、円珠姫に

ついて説明しました。 

 市議会の経済建設常任委員会は１０月２２日～２４日の３日間、京都府

南丹市の「定住促進の取り組みと子育て支援策」、三重県伊賀市の「ＩＣＴ

を活用した鳥獣被害対策」、静岡県三島市の「街中せせらぎ事業」について

調査、視察をおこないました。 

 経済建設常任委員会では、人口増 

加のための定住促進、鳥獣被害対策、 

中心市街地活性化などについて協議、 

検討、取り組みをすすめています。 

 こうしたことから今年度は、３市 

のそれぞれの取り組みについて、行 

政調査をおこなうことになりました。 

 沼田市の旬の野菜やリンゴなどの果樹、牛乳などの乳製品など、沼田生

まれ、沼田育ちの自慢の味が勢ぞろいした農業まつりが１０月２７日、利

根沼田農協本所で開かれました。 

               当日は天候にも恵まれ多くの市民が、旬

の野菜などを求め開会と同時に会場は大に

ぎわいとなりました。 

               味噌の詰め放題、なめこ汁の無料配布な

どには、長蛇の列ができました。 

               姉妹都市の下田市からＪＡ伊豆太陽が干

物などの販売もおこないました。 


